
第２回山田昇メモリアルカップ 120 実施要項 

 

主催 上州武尊山スカイビュー・ウルトラトレイル実行委員会 

後援 

川場村、みなかみ町、片品村、沼田市、群馬県山岳連盟、武尊山観光開発(株)、

川場村体育協会、川場村スポーツコミッション、川場村商工会、川場村観光協会、

みなかみ町体育協会、みなかみ町観光協会、みなかみ町商工会、片品村体育協

会、片品村観光協会、片品村商工会、利根沼田森林管理署、群馬県利根沼田振

興局、(株)上毛新聞社、(株)毎日新聞社、(株)朝日新聞社、群馬テレビ 

名称 
第２回  山田昇メモリアルカップ 120（山田昇 杯 以下略称 YNMC） 

英名 ＳｋｙＶｉｅｗＵｌｔｒａ-Ｔｒａｉｌ®YAMADA NOBORU MEMORIAL CUP  

期日 
平成２７年７月１８日(土)、１９日(日)、２０日(月) 

小雨決行 

日程 

■7 月 18 日(土)  

 13:00～17:00 選手役員事前受付（川場村体育館）受付後装備検査があります 

 14:00～14:45 ブリーフィング①（川場村文化会館） 

 14:45～15:15 開会式（川場村文化会館） 

 15:15～16:00 ブリーフィング②（川場村文化会館）                                 

※ブリーフィング①と同様の内容により実施いたします 

 16:30～18:00 ウエルカムパーティー（ビールレストラン武尊） 

■7月 19 日(日)  

 6:10 開始式（川場村ふれあいの家駐車場） 

 6:30 競技スタート（川場村ふれあいの家駐車場前） 

 15：00 30km・60km の部表彰式 （川場村中央公園） 

■7月 20 日(月) 

 10:00 120km の部表彰式(川場村中央公園) 

 14:00 ゴール制限時間 (制限時間までに明らかに到着する見込みが無いと主催者が判断

した場合には途中で中止を要請する場合がある。) 

会場 群馬県上州武尊山周辺 

距離 
約 118km 

累積標高差 約 9,100m 以上 



※距離は整備の状況で多少の変更あり。  

完走ポイント UTMB・UTMF に４点を申請予定 

天候などにより短縮されなければ UTMBの 2015 年度資格大会に認定されています、 

国際トレイルランニング協会のウルトラトレイルの規格に合致しています。 

コース 

川場村ふれあいの家駐車場スタート－21 世紀の森－高手山－剣ヶ峰－武尊神社－藤原古道

－宝台樹スキー場－上ノ原－手小屋沢避難小屋－剣ヶ峰－武尊山頂－武尊牧場スキー場－

オグナほたかスキー場－赤倉林道－桐の木平－鉱石山－浅松山－雨乞山－川場村中央公園

ゴール 

YNMCの方法 

1. 定員は 500 名とする。 

2. 個人の所要時間を競うものとする。 

3. 計測は、IC チップ読み取りの電子計測により行う。 

IC チップは返却すること。 

4. エイドステーションを次の７ヶ所に設け、水、スポーツ飲料、各種補給食等を用

意する。加えて、給水所を 5 ヶ所設置し、水の提供を行う。 

(A1)  12.0km 川場スキー場第４駐車場                           

(W)  23.0km 裏見の滝駐車場                                                                                

(A2)  35.3km 宝台樹スキー場  （60km スタート会場）                                          

(A3)  52.1km 武尊牧場スキー場                               

(W)  56.8km 十二様                                              

(A4)  63.5km オグナほたかスキー場  (30km スタート会場) 

(W)  72.5km 赤倉林道分岐                                       

(A5)  78.0km 赤倉林道入口                                     

(A6)  92.2km 樹恵里前 

(A7)  97.9km 太郎大日堂                                     

(W) 107.0km 浅松山                                       

(W) 114.0km 雨乞山 

エイドステーション以外の食事は各自で用意すること。（気温が高い環境での

競技実施となりますので食品の管理には十分注意してください。）  

5. 次の 7 ヶ所のチェックポイントで制限時刻を設ける。制限時刻を過ぎた者は競

技を中止し競技役員の指示に従うこと。（関門制限時間は後日ホームページ上

で発表します。） 

1. A2 宝台樹スキー場 

2. A3 武尊牧場キャンプ場 

3. A4 オグナほたかスキー場 

4. A5 赤倉林道入口 

5. A6 樹恵里前 

6. A7 太郎大日堂 

7. 競技打切り時刻             7/20（14:00） フィニッシュ制限 

6. 必要装備・服装 



競技規定を参照のこと。 

大会側で定める必携品が無く、競技役員が危険と判断した場合出場停止とす

る。 

7. スタートは一斉スタートとする。 

8. 棄権 

体調その他の理由で競技を放棄するときは、スタート前及びスタート後に競技

役員に申告すること。 

9. 失格 

1. 一部コース上の追い越し禁止区間に監視員を配置。一般登山者が優先

通行となる。監視員の指示に従わなかった場合失格となる。 

2. 他の競技者の競技を妨げる行為をしたとき。 

3. 不正な条件で出場したとき。 

4. 競技運営に支障のある行為があったとき。 

5. 競技役員の指示に従わないとき。 

6. 危険な行為をしたとき。 

7. 自然保護に反する行為をしたとき。 

8. ゼッケンを着用しなかったとき。 

9. 一部関門で夜間装備の検査あり。ライトを所持していない場合失格とな

る。 

10. その他、競技者にあるまじき行為をしたとき。 

表彰 

1. 山田昇記念杯の部を、  

1. 総合の部 

2. 男子３０歳未満 

3. 男子３０歳以上から３９歳以下 

4. 男子４０歳以上から４９歳以下  

5. 男子５０歳以上  

6. 女子(第１位に三枝賞) 

上記６部門とし、各部門の第１位から第３位にカップを、第１位から第６位に賞

状と副賞を授与する。 

2. 特別賞を適宜授与する。 

 

完走証・成績表 
完走者全員に完走証を授与する。 

成績表は大会終了後１カ月以内に成績表をホームページで公開する。 

参加資格 
1. 大会当日において満 19歳以上の者で過去3年以内（2012年 4月～2015年 3

月まで）にエントリー資格レースリストのトレラン大会を完走し完走ポイントが３



ポイント以上あること(エントリー資格レースリストを参照のこと) 

2. コースを迷わず完走出来る自信のあること 

参加料および参

加申込み 

1. 参加料 28,000 円(参加料には傷害保険料を含む)。 

2. 参加申し込み  

1. 邦人はランネットから申込みのみとする。（別途英語エントリーサイトあり）

先着 500 人。 

2. 申込開始日 平成 27 年 4月 1 日インターネットより 

宿泊 

宿泊可能な市町村内宿泊施設をホームページにて公開する。 

各自の申込みとする。(参加キャンセルの際は大会とは別に各自で宿のキャンセル

が必要です) 

注意事項 

1. 本格的山岳を通過する競技なので、山岳中に発生する危険を理解し自己で回

避できる能力が必要となる。(野生動物（熊、蜂、蛇など）岩場、道迷い、夜間山

岳、道路横断、等) 

2. 受付 

7 月 18 日(土)13:00～17:00／川場村体育館（前日のみ受付とする。） 

3. 健康診断チェック表、参加誓約書の提出  別途ホームページ上の様式にて

自己チェックしサインの上受付時に提出をすること。 

4. 前日の車中泊(キャンピングカーは除く)、大会当日の到着を原則禁止とする。

事前に適正な休息を取りレースに臨むこと。 

5. 貴重品については各自で管理すること。 

6. 悪天候で大会に重大な影響がある場合は、中止にする場合がある。なお、当

日は天候に拘わらず、開始式会場（スタート地点）に集合のこと。 

7. エイドステーション以外の食事、水は各自で用意すること。 

8. 登山道コースでは一般登山者の行動に注意し、道を譲ること。 

9. 参加者は必ず健康保険証(コピー可)を持参すること。 

10. 競技中事故を起こした場合、応急処置は主催者側で行うが、悪路、急斜面、岩

場の山岳競走なので、登山に係る危険を自己の能力で解決できること。体力、

健康、安全面については各自充分注意して責任を持つこと。 

11. 競技続行が不可能と判断された選手に対して医師または競技役員が競技を

中止させることがある。 

12. 競技選手の追越しはコール（合図）をしてから行うこと。ただし狭い場所、危険

と思われる箇所での追越しは、各自の責任において行うこと。また、追いつか

れた競技選手は道を譲ること。当日追越し禁止区間を設定する場合がある。

(追越禁止区間でも、双方の合意と監視員が認めた場合は前へ出られる) 

13. ゴミは各自で持ち帰ること。 



その他 

別途、競技規定がありますので必ず読むこと。 

天候やコースコンディションなどの状況により、大会要項の内容に変更が生じる可

能性がございますので、常に最新版の要項や規程をホームページ上でご確認くだ

さい。  

 


